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クロスオーバー法（cross-over study：交差研究）の形式とほぼ等しい。薬剤 A と薬剤 B の
効果を比較する際，被験者集団をランダムに半分に分割し，集団①に対しては A→B の順に
薬剤を投与し，集団②に対しては B→A の順に投与するような実験デザインのことを，クロ
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て Mainland-Gart の検定（Mainland, 1963 ; Gart, 1969）（6）が，位置と質問の交互作用効果












位置の効果および位置と質問の交互作用効果の検定を行うには，まず，表 1のような 4行 2
列のクロス集計表を用意する必要がある。これは 4×2のクロス表だが，実質的には，質問 A
の回答×質問 B の回答×調査票種別という 3重クロス表である。
まず，位置の効果（のみ）が存在するとしたら，表 1のクロス表のセル度数がどのような






けないはずである（7）。同じく表 3は，質問 A, B ともに先にきいたときの方が後できいたとき
表 1 順序効果の検定のためのクロス表
回答パターン 順序







質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい
はい いいえ － ＋













1のような質問 A の回答×質問 B の回答×質問順序のクロス表である。やはり，位置と質問
の交互作用効果（のみ）が存在するとしたら，この 3重クロス表のセル度数がどんな分布に
なるかを考える。




る（9）。同じく表 6は，質問 A は後よりも前できく方が，質問 B は前よりも後できく方が「は
表 3 位置の効果が存在する場合（2）
回答パターン 順序
質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい
はい いいえ ＋ －










質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい － ＋
はい いいえ
いいえ はい




質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい ＋ －
はい いいえ
いいえ はい
いいえ いいえ － ＋
＋：期待度数より多い －：期待度数より少ない































質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい
いいえ いいえ




質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい 52 67
はい いいえ 0 5
いいえ はい 11 10





表 9 位置の効果の検定（Mainland-Gart の検
定：セルの数値は度数）
回答パターン 順序
質問 A 質問 B A→B B→A
はい いいえ 0 5





質問 A 質問 B A→B B→A
はい はい 52 67

































































































































































⑴ 研究例として，Schuman & Presser（1981）, Schuman, Presser & Ludwig（1981）, Schuman, Kal-
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ton & Ludwig（1983）, Schuman & Ludwig（1983）, Bishop, Oldendick & Tuchfarber（1985）,
Sudman, Bradburn & Schwarz（1996）, Tourangeau, Rips & Rasinski（2000）, Moore（2002）,





⑶ 順序効果を生み出す社会心理学的プロセスの詳細については，Sudman, Bradburn & Schwarz
（1996），Tourangeau, Rips & Rasinski（2000）などを参照。
⑷ クロスオーバー法は，複数の治療法を同一の被験者に施すところから，複数の被験者集団のそれぞ
れに別々の治療法を施す方法よりも，サンプル数が少なくて済み，被験者の個体差の影響を小さく
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